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アドビ、Adobe Summit 2025 で Adobe AI Platform のクリ

エイティビティとマーケティングへの融合を披露し、顧客

体験オーケストレーションの新時代を定義 
 

• アドビは、AI 時代のカスタマージャーニーオーケストレーションを定義する大きなイ

ノベーションを発表。Adobe AI Platform によって、アドビ全体で AI エージェントとモ

デルが統合 

• 新たに発表された「Adobe Experience Platform Agent Orchestrator」は、企業データや

コンテンツ、カスタマージャーニーを深くセマンティックに理解し、企業がアドビとサ

ードパーティのエコシステム全体で AI エージェントを効率的に管理できるよう支援 

• アドビは Adobe Firefly を通じて安全に商用利用可能な AI モデルをワークフローやアプ

リケーションに統合し、Adobe GenStudio の新機能によってコンテンツサプライチェー

ンの最適化を加速化 

• Acxiom、Amazon Web Services、Genesys、IBM、Microsoft、Publicis Groupe、

RainFocus、SAP、ServiceNow、Workday などの大手企業とのパートナーシップによ

り、AI エージェントの相互運用性が強化され、より一貫性のある顧客体験の提供が可

能に 
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※当資料は、2025 年 3 月 18 日（米国時間）に米国本社から発表されたプレスリリースの抄

訳版です。 

 

【2025 年 3 月 19 日】 

アドビ（Nasdaq: ADBE）（本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、以下アドビ）は本日、

世界最大級のデジタルエクスペリエンスカンファレンスである Adobe Summit において、

人工知能（AI）時代の顧客体験オーケストレーション（CXO）を推進する一連の新機能を発

表しました。  顧客体験管理の進化形である顧客体験オーケストレーション（CXO）は、生

成 AI 技術や AI エージェント技術の進展によって、すべてのタッチポイントとチャネルにわ

たってシームレスでつながりのある顧客体験を創出、そして開発することにより、大規模な

パーソナライゼーションを実現します。 

 

アドビのイノベーションは、AI エージェントやモデルを統合した AI Platform によって支え

られています。これには、サードパーティのエコシステムからの AI エージェントや、安全

に商用利用可能な Adobe Firefly Model、セキュアなサードパーティーモデル、そしてアド

ビアプリケーションに組み込まれたファーストパーティのデータインサイトが含まれていま

https://news.adobe.com/news/2025/03/adobe-summit-2025-adobe-ai-platform-unites-creativity-marketing
https://summit.adobe.com/na/
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す。これらは、顧客体験データ、CX 言語モデル、AI エージェントを統合した Adobe 

Experience Platform と共に提供されます。アドビは、AI Platform を通じて、マーケティン

グとクリエイティビティを統一し、大規模なパーソナライズされた体験を提供します。 

 

アドビのエンタープライズアプリケーションは、データ、コンテンツ、カスタマージャーニ

ーワークフローを統合し、アドビの AI Platform の強力な機能を活用することで、顧客との

あらゆるやりとりが個別にカスタマイズされ、なおかつ関連性を持たせることができます。

Adobe Experience Platform（AEP）の新機能である「Agent Orchestrator」は、顧客と直接

やり取りをする AI エージェントと、アドビアプリケーションおよびサードパーティのエコ

システムを使った業務をサポートする目的別の AI エージェントの両方において、企業が AI

エージェントをオーケストレーションするための基盤となります。また、アドビの最高クラ

スのアプリケーション全体にわたり、安全に商用利用可能な AI である Adobe Firefly をはじ

めとした生成 AI 基盤モデルの統合により、顧客体験オーケストレーション（CXO）を支え

る大規模なコンテンツ制作を実現しています。Adobe GenStudio、Adobe Firefly Services と

Adobe Firefly Custom Model の新しい機能は、コンテンツ管理やコンテンツ制作などのボト

ルネックを解消し、企業のコンテンツサプライチェーンを最適化します。   

 

アドビのデジタルエクスペリエンス事業部門担当プレジデントのアニール チャクラヴァー

シー（Anil Chakravarthy）は、次のように述べています。「アドビは、クリエイティビティ

とマーケティングを AI と融合し、大規模な真の 1:1 のパーソナライゼーションを実現するこ

とで、さらにダイナミックな顧客体験オーケストレーションの時代を切り開きます。私たち

は、アドビの AI Platform を基盤にした数々の革新を提供しており、チームの能力を高め、

最も影響力のある顧客体験を生み出すサポートを行い、あらゆる業界の企業がこの大きなチ

ャンスを活かせるようにしています。」 

 

クラウドベースの分析、ターゲティング、カスタマージャーニーのオーケストレーション、

コンテンツ管理サービスのスイート製品である Adobe Experience Cloud は、AI 時代の顧客

https://business.adobe.com/jp/products/experience-platform/agent-orchestrator.html
https://business.adobe.com/jp/products/experience-platform/adobe-experience-platform.html
https://business.adobe.com/jp/products/experience-platform/agent-orchestrator.html
https://business.adobe.com/jp/products/firefly-business/firefly-services.html
https://business.adobe.com/jp/products/firefly-business/custom-models.html
https://business.adobe.com/jp/
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体験オーケストレーション（CXO）を推進します。これには、組織のデータを統合し、大規

模なパーソナライゼーションを可能にするマーケティングプラットフォームである Adobe 

Experience Platform が含まれ、現在、年間 1 兆件以上のエクスペリエンスを提供していま

す。Adobe Experience Platform（AEP）と AEP が支えるアプリケーションである Adobe 

Real-Time Data Platform、Adobe Journey Optimizer、Adobe Customer Journey Analytics、

Adobe Mix Modeler は、2024 年度において売上が前年比 50%増加、そして新規顧客が前年

比 30％増加しました。また、AI を活用したエクスペリエンスが急速に増加する中、アドビ

は、CXO のワークフローとプロセスを深く理解した上で、安全な商用利用が可能で信頼性

の高い、用途別に構築されたソリューション群を提供しています。 

 

ザ コカ・コーラ カンパニーや、コールズ、デルタ航空、イーライリリー・アンド・カンパ

ニー、ゼネラルモーターズ、HDFC 銀行、ヘンケル、ホーム・デポ、メジャーリーグベース

ボール、マリオット・インターナショナル、NVIDIA、PGA ツアー、Sony PlayStation、TSB

銀行、アルタ・ビューティー、U.S.バンク、クアルコムなどの業界をリードする企業は、

Adobe Experience Cloud アプリケーションを活用して、デジタルビジネスを強化し、卓越し

た顧客体験を提供しています。 

 

AI エージェント関連の新機能とパートナーシップ  

• Adobe Experience Platform Agent Orchestrator：顧客体験オーケストレーション

（CXO）を指向するナレッジベースと、動的かつ適応的な推論を可能にする意思決

定科学・言語モデルに支えられ、それらにアクセスする単一のインターフェイスを

提供します。さらにアドビアプリケーション内での日常業務を強化し、大規模なパ

ーソナライゼーションに取り組むエクスペリエンスメーカーチームの能力を拡大す

る用途別の AI エージェント群も提供しています。これによりユーザー企業は、アド

ビおよびサードパーティを含む複数の AI エージェントを管理したり、オーケストレ

ーションしたりすることができるようになります。 Adobe Experience Platform 

Agent Orchestrator を基盤とするこれらの AI エージェントは、web サイトの最適化

や、リサイズなどの反復的なコンテンツ制作タスクの処理、データクレンジングな

https://business.adobe.com/jp/products/real-time-customer-data-platform/rtcdp.html
https://business.adobe.com/jp/products/real-time-customer-data-platform/rtcdp.html
https://business.adobe.com/jp/products/journey-optimizer.html
https://business.adobe.com/jp/products/journey-optimizer.html
https://business.adobe.com/jp/products/adobe-analytics/customer-journey-analytics.html
https://business.adobe.com/jp/products/adobe-analytics/customer-journey-analytics.html
https://business.adobe.com/jp/products/mix-modeler.html
https://business.adobe.com/jp/products/mix-modeler.html
https://business.adobe.com/jp/products/experience-platform/agent-orchestrator.html
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どの大量のデータ管理タスクの実行、ターゲットオーディエンスの絞り込み、そし

て社内関係者向けのデータの可視化など、さまざまな業務を支援します。   

• エコシステムパートナーの拡大：アドビは、AI エージェントの効果的な連携のた

め、Acxiom、Amazon Web Services、Genesys、IBM、Microsoft、RainFocus、

SAP、ServiceNow、Workday との新たな戦略的かつ継続的なパートナーシップを発

表しました。さらに、アクセンチュア、デロイト デジタル、EY、IBM をはじめとす

る代理店およびシステムインテグレーターとのパートナーシップ拡大により、業界

やユースケースを問わずにカスタマイズが容易になります。企業が AI エージェント

を採用して日常業務を強化し、顧客体験オーケストレーションを向上させるために

は、AI エージェント間の相互運用性が不可欠です。Adobe Experience Platform 

Agent Orchestrator は、チームがマルチエージェントの連携を推進し、業務フローを

妨げないためのツールを提供します。 

• Adobe Brand Concierge：この製品により、企業は、消費者が製品の情報収集から

購入検討、最終取引までを導くためのさまざまな AI エージェントの設定や管理が可

能になります。これにより、 Adobe Experience Platform Agent Orchestrator を搭載

した「Brand Concierge」は、会話形式で没入感のある未来志向の顧客体験を提供し

ます。 

• エンタープライズ B2B のための AI エージェント：Brand Concierge は、アカウン

トオーケストレーションにより、一般的な製品情報の提供にとどまらず、アカウン

トとの関係性に基づいてカスタマイズしたコンテンツを提供したり、フォローアッ

プタスクを処理したりなどして、エンタープライズ B2B チームをサポートします。

さらに、Adobe Journey Optimizer（AJO）B2B Edition の AI エージェントは、チーム

が主要な意思決定者を特定し、すべてのインタラクションをパーソナライズするこ

とを可能にします。   

 

コンテンツサプライチェーンを強化する新製品 

• Adobe GenStudio Foundation：GenStudio は、マーケティングキャンペーンやパー

ソナライズされた顧客体験のためのコンテンツを計画、作成、管理、実行、測定す

るプロセスを最適化する、アドビのエンドツーエンドのコンテンツサプライチェー

https://business.adobe.com/jp/products/brand-concierge.html
https://business.adobe.com/jp/solutions/content-supply-chain.html
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ンソリューションです。新しい Adobe GenStudio Foundation により、マーケターと

クリエイターは、単一のインターフェイスで、アドビのコンテンツサプライチェー

ンソリューションの全スイートから集約されたデータを利用できます。Adobe 

Experience Cloud と Adobe Creative Cloud の異なるアプリケーション間を移動する

ことなく、キャンペーンプラン、プロジェクト、アセット、インサイトを 1 か所で

確認できます。 

•  Adobe GenStudio for Performance Marketing：生成 AI を使用してブランドに沿っ

た有料 SNS 広告、ディスプレイ広告、マーケティング用の電子メールなどを制作で

きるマーケターとクリエイター向けの単一のセルフサービスアプリケーションであ

る、Adobe GenStudio for Performance Marketing では、パーソナライズされた体験

を求める消費者の需要増加に合うよう大規模なコンテンツ制作が可能です。この

度、ディスプレイ広告の制作が、Microsoft Advertising Platform と Google 

Campaign Manager 360 を通じて配信される広告向けに提供されるようになりまし

た。また、アドビは、B2B 向けのキャンペーンアセットを迅速に作成できる

LinkedIn Ads との連携の拡大を発表しました。さらに、IntelligenceBank、IPG、

Lithero、PwC、Saifr、Stensul などのサードパーティソリューションプロバイダーと

連携が可能となるようフレームワークを拡大し、ヘルスケアや金融サービスなどの

規制産業向けに機能が拡張されます。     

• Adobe Content Analytics：今月より一般提供が開始された「Adobe Content 

Analytics」は、コンテンツのパフォーマンス（属性レベルまで）を測定し、エンゲ

ージメントやコンバージョンなどの目標達成を推進するリアルタイムの調整を web

サイトやアプリケーションに反映させることを可能にします。例えば、新しいホテ

ルのマーケターは、予約件数を増やすために、最も反応があったクリエイティブ要

素（山、緑地、あるいは都市景観）を基に web コンテンツを最適化することができ

ます。AEP のオーディエンスセグメントと組み合わされたインサイトにより、個別

最適化されたエクスペリエンスを提供できます。 

• Adobe Firefly Services API ：膨大な数の時間のかかるタスクを処理し、ビデオワー

クフローをサポートする新しい API です。「翻訳とリップシンク」、「リフレー

ム」などの API は、動画内のセリフを異なる言語へ翻訳することや、ビデオのリサ

https://business.adobe.com/jp/products/genstudio-for-performance-marketing.html
https://business.adobe.com/jp/products/adobe-analytics/content-analytics.html
https://business.adobe.com/jp/products/adobe-analytics/content-analytics.html
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イズ、ロゴなどの視覚要素を 1 つの画像に結合することが可能です。「Substance 

3D」API は既存の製品イメージから、E コマースやデジタルマーケティングで使用

できるようバリエーションを作成できます。 

• Adobe Firefly Creative Production：Adobe Firefly Services を搭載した「Adobe 

Firefly Creative Production」は、ノーコードで使いやすいインターフェイスにより、

さまざまな定型的制作作業を処理します。SNS や E コマースなど異なるマーケティ

ングチャネル向けにアセットをインテリジェントにトリミングできます。 

 

統一された顧客体験を推進する新製品   

アドビは、企業があらゆるタッチポイントにおいて差別化・パーソナライズされたインタラ

クションを提供することで顧客体験の統一を実現できる、AI を搭載した Adobe Experience 

Cloud の複数の新機能も発表しました。「Adobe Journey Optimizer Experimentation 

Accelerator」では、デジタルプロパティ全体にテストを拡大しながら戦略を特定することが

可能です。また、新しいクロスチャネルでのテストを推奨し、実用的なインサイトを要約し

てくれる AI エージェントも提供されます。「Adobe Experience Manager Sites Optimizer」

は、AI エージェントの力を借りて web 体験全体を改善する箇所を特定し、チームが企業の

web サイトを最適化できるようにします。さらに、エンタープライズ B2B チーム向けの新

しい製品である「Adobe Journey Optimizer B2B Edition」と「Adobe Customer Journey 

Analytics」は、データ、コンテンツ、およびジャーニーのオーケストレーション機能を統合

した包括的なソリューションを提供します。これにより、チームは魅力的で成果重視のカス

タマージャーニーを作成できるようになります。  

 

Amazon、Microsoft、Publicis と戦略的パートナーシップの継続 

アドビは Amazon Web Services および Amazon Ads を通じた新製品を発表し、マーケター

やクリエイターはインパクトのある顧客体験を提供できるようになります。また、アドビと

Microsoft は継続して連携していき、組織全体の生産性と効率性を向上させるため、生成 AI

と AI エージェントを直接ワークフローに導入します。さらにアドビは、Publicis Groupe と

のパートナーシップ拡大を発表しました。これにより、Publicis が提供する AI を搭載しエー

ジェンシー独自のデータを統合、活用するインテリジェントシステム「CoreAI」に Adobe 

https://business.adobe.com/jp/products/experience-platform/agent-orchestrator.html
https://business.adobe.com/jp/products/journey-optimizer-b2b-edition.html
https://business.adobe.com/jp/products/adobe-analytics/customer-journey-analytics.html
https://business.adobe.com/jp/products/adobe-analytics/customer-journey-analytics.html
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Firefly と Adobe Firefly Services を統合します。 

 

Adobe Summit 2025 について 

Summit 2025 はラスベガスで開催され、Adobe Experience Cloud を活用してオンラインで

世界中の数百万人に配信されます。Summit では、ザ コカ・コーラ カンパニーの CEO であ

るジェームズ クインシー（James Quincy）氏、JPMorganChase の会長兼 CEO であるジェイ

ミー ダイモン（Jamie Dimon）氏、ユニリーバの最高グロース＆マーケティング責任者であ

るエイシ エグルストン ブレイシー（Esi Eggleston Bracey）氏、イーライリリー・アンド・

カンパニーのグループバイスプレジデント兼グローバル最高顧客責任者であるジェニファー 

オレクシウ（Jennifer Oleksiw）氏、ServiceNow の最高マーケティング責任者であるコリン 

フレミング（Colin Fleming）氏、など、著名な講演者や業界リーダーが講演を行います。

俳優、コメディアン、プロデューサーのケン チョン（Ken Jeong）氏がホストを務める

Summit Sneaks では、アドビが最新の研究開発イノベーションを発表します。 

 

Summit の web サイトでは、Adobe Summit の基調講演をオンラインで視聴したり、13 の

トラックで提供される 300 を超えるセッションやハンズオンラボを探したり、同業者と交

流したり、アドビのエキスパートとライブで話したりすることができます。 

 
Forward-Looking Statements 
This press release contains “forward-looking statements” within the meaning of applicable securities laws, including those related to Adobe’s 
new, enhanced or future product capabilities, innovations and offerings and the expected benefits to Adobe. Each of the forward-looking 
statements we make in this press release involves risks, uncertainties and assumptions based on information available to us as of the date of 
this press release. Such risks and uncertainties, many of which relate to matters beyond our control, could cause actual results to differ 
materially from these forward-looking statements. Factors that might cause or contribute to such differences include, but are not limited to: 
failure to innovate effectively and meet customer needs; issues relating to development and use of AI; failure to realize the anticipated benefits 
of investments or acquisitions; failure to compete effectively; damage to our reputation or brands; service interruptions or failures in 
information technology systems by us or third parties; security incidents; failure to effectively develop, manage and maintain critical third-party 
business relationships; risks associated with being a multinational corporation and adverse macroeconomic conditions; failure to recruit and 
retain key personnel; complex sales cycles; changes in, and compliance with, global laws and regulations, including those related to 
information security and privacy; failure to protect our intellectual property; litigation, regulatory inquiries and intellectual property infringement 
claims; changes in tax regulations; complex government procurement processes; risks related to fluctuations in or the timing of revenue 
recognition from our subscription offerings; fluctuations in foreign currency exchange rates; impairment charges; our existing and future debt 
obligations; catastrophic events; and fluctuations in our stock price. Further information on these and other factors are discussed in the section 
titled “Risk Factors” in Adobe’s most recently filed Annual Report on Form 10-K and Adobe's most recently filed Quarterly Reports on Form 10-
Q. The risks described in this press release and in Adobe’s filings with the U.S. Securities and Exchange Commission should be carefully 
reviewed. Adobe undertakes no obligation, and does not intend, to update the forward-looking statements, except as required by law. 

 

■「アドビ」について  

アドビはデジタル体験を通じて世界に変革をもたらします。 

https://summit.adobe.com/na/
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アドビに関する詳細な情報は、web サイト（https://www.adobe.com/jp/about-adobe.html）

をご覧ください。 

 
© 2025 Adobe. All rights reserved. Adobe and the Adobe logo are either registered trademar
ks or trademarks of Adobe in the United States and/or other countries. All other trademarks 
are the property of their respective owners. 
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